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平成 21年 12月 8日 

株式会社材料設計技術研究所 

本書は、COガスと CO2ガスの自由エネルギーについて調べる。 

金属データブック改訂３版（丸善）より、下記のデータ値を得る。 

 

       係数 a   b     c     生成熱         標準エントロピー 

                  -△H (298) kJ/mol    S (298) J/Kmol 

CO     28.4   4.10   -0.46    +110               +198 

CO2    44.1   9.04   -8.54    +393.5             +214 

 

      但し、比熱式 Cp = a + b*10**(-3)*T + c*10**5*T**(-2) 

         温度範囲は rt ～ 2500 [K] 

 

比熱値をギブス自由エネルギーに変換すると 

      G = p + q*T + r*T*LN(T) + s*T**2 + t*T**3 + u/T 

      とし、 

   p = H0 - H298       (H298は計算値) 

      q = S298 - S0 +a     (S298は計算値) 

      r = -a 

      s = -(b/2)*10**(-3) 

      t = none 

      u = -(c/2)*10**5 

となる。 

表計算ソフト等を利用して、COガスと CO2ガスの自由エネルギー・温度図を作成できる。 
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図中の線は エリンガム図 と比較すると一致しない。 

エリンガム図は反応式であり、エリンガム図は純物質（ガス種）の自由エネルギー線でないことを 

これで確認できた。 

別紙にてエリンガム図との関係を調べる。 

 

以上 （本書は印刷不可に設定） 

 


